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DuMA ニュースレター                                   ２０２５年１０月１３日 

フィリピン南部沖でＭ7.4の強い地震 

 フィリピン南部ミンダナオ島沖で１０日、マグニチュード（Ｍ）７．４の強い地震が発生し、少なくとも２人

が死亡したと報告されています。震源に近い地域では建物が損壊し、当局は強い余震への警戒を呼び

かけています。幸い津波警報はその後解除されました。また今回の地震は近年発生した中でも最も強

いものと報道されています。 

 フィリピンでは、9月末にも中部セブ島沖でＭ6.9の地震が発生し、７２人が死亡しています。 

 

また、１１日には南米チリと南極半島の間のドレーク海峡でもマグニチュード７．６の地震が発生しました。 

 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
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このドレーク海峡の地震も陸域で発生すれば大きな被害が生じますが、幸い海域で発生したため、被

害地震にはなりませんでした。地震が発生する場所と人口稠密地との距離がその被害を大きくするかそ

うでないかの鍵である事がお分かりいただけるのではないでしょうか。 

 

世界ではどれくらいの地震が発生しているのか？ 

 みなさまは、新聞やテレビでの報道により日本周辺でどれくらいの地震が発生しているかをお知りにな

るかと思います。基本的には気象庁は有感（震度１以上を観測した地震）を報道しています。日本およ

びその周辺では平均して一年に２０００個前後の有感地震が発生しています。ただそのほとんどは震度

１とか２程度のもので、震度４以上に限定しますと、２０２０年；３８回、2０２１年；５０回、２０２２年；４６回、２０

２３年；６８回、２０２４年：１３５回となっています。２０２４年が多いのは元日に発生した能登半島地震の影

響です。 

それでは世界ではどれくらいの地震が発生しているのでしょうか？次の図は中部大学が作成した過

去１年間に発生したマグニチュード４（震度４ではありません）以上の地震の分布です。おおよそ年間１

２，０００個ほど発生しているのです。 

 

 環太平洋地域は Ring of Fire と呼ばれており、環太平洋地震・火山帯とも言われています。今週

号で紹介したフィリピン沖もドレーク海峡もまさにこの Ring of Fire での地震活動です。 
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日本およびその周辺の広域地下天気図® 

 ８月２５日のニュースレターに続き、現在の気象庁の観測網で解析できる最大範囲の領域の解析で

す。今週号では１０月９日時点の Lタイプ地下天気図をお示しします。 

 

北海道沖・青森沖に見られていた静穏化領域はまだ継続している事がわかりました。ちなみに先週

号（１０月６日号）は、東北地方海域の地震活動に特化したものですが、少し静穏化の領域が異なって

いる事がわかります。これは解析に使用する地震の条件が少し異なっているためで、どちらが正しいと

か間違っているという事ではありません。 

上の地下天気図でお示ししたのが次ページにお示しするダッシュボードで千島海溝・日本海溝会合

部の異常(Jj)というもので、先週号のアウターライズの異常はダッシュボードの（R）の異常に相当します。 

解析結果が異なるのは、例えば普通の天気図でも同じ日に地上の天気図と高層天気図の２つが存

在するのと同様な事とお考えください。どちらも正しいのです。 
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DuMAダッシュボード 

 １０月１３日時点のダッシュボードです。今回は新たに（Jｊ）の異常を追加しました。また中部地方陸域

の異常（X）を有効期間満了という事で削除しました。 

 今回のダッシュボードから、前回からコメント等が変更・追加された部分を太字で表現する事にいたし

ました。 

 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0

